
去
年
今
年
西
に
東

に
芝
居
観
て

二

村

文

人

0

12
月

24
日

(木

)

歳
末
恒

例
、
京
都

・
南
座

の

顔
見
世
興
行
。
私

に
と

つ
て
は
、
八
年
振

り
二
回
目
。

前

回
は
、
鴈
治
郎

一
世

一
代

の

「
酒
屋
」

の
お
園
が

珍

し
か

つ
た
。

そ
の
時

宗
岸

を
勤

め
た
仁
左
衛
門

の

健
在
な

の
が
う
れ

し
い
。

二
階
上
手
寄

り
の
桟
敷
。

歌
舞
伎
座

に
比
べ
て
、
舞

台
の
間

口
が
狭
く
、
客
席

も
急
な

た
め
、
全
体

に
圧
縮

さ
れ
た
感

じ
で
、
芝
居

の
密
度
が
濃
く
な

る
。

4
時

30
分
、
夜

の
部
開
幕
。

θ

『
松
平
長

七
郎

』

(
馬
切

り
)
。
仁
左
衛
門

の

顔

見
世

三
十
五
年
連
続

出
演

を
記
念
す

る
演

し
物
。

わ

ず

か
17
分
間

の
、

し
か
も

長
七
郎
が

わ
が

ま
ま
振

り

を
発
揮

し
て
、
千
両
箱

を
横
取

り
す

る
と
い
う
、

ま

こ
と

に
他
愛
な

い
内
容

で
、
現
在
な

ら
、
仁
左
衛
門

以
外

の
役
者

で
は
、
客
が
承
知

し
ま
い
。
も

う
見

る

こ
と
も
な

い
だ

ろ
う
。
㊤

『
喜
撰
』

33
分
。
三
津
五

郎

の
襲
名
披
露
狂
言
。
先
月
、
歌
舞
伎
座

で
、

こ
れ

に
お
梶

で
付
き
合

つ
た
歌
右
衛
門
が
、
千
秋
楽

に
転

ん
で
腕
を
折

つ
て
し
ま

つ
た
ほ
ど
、
そ

の
く
ら

い
軽

々
と
踊

る
。

こ
こ
で
、
河
原
町

の

"
ひ
さ
ご
"
か
ら

蒸

し
寿
司

の
出
前
が
届
く
。
燗

の
出
来

る
カ

ッ
.フ
酒

を
飲

み
な
が
ら
、

こ
れ
を
食
べ

て
い
る
と
、
少

々
安

直
だ
が
、
昔

の
芝
居
茶
屋

の
気
分
が
味
わ
え
る
。
㊤

『
勧
進
帳
』

72
分
。
富
十
郎

の
弁
慶
、
福
助

の
富
樫

に
扇
雀

の
義
経
。
大
き
な
目
を
む
き
、
汗
び

つ
し

ょ

り
に
な

っ
て
、

ひ
た
す
ら
義
経

の
た

め
に
働

く
弁
慶

と

い
う
印
象
。
後

で
、
楽
屋
内

に
詳
し

い
人
か
ら
、

ひ
ど
く
体
調
が
悪

い
と
聞

か
さ
れ

て
驚

く
。
と

て
も

そ
う

は
見
え
な

い
。
⑳

『
二
冖月
堂
』

47
分
。
扇
雀

の

良
弁

に
田
之
助

の
渚

の
方

。
近
代

の
歌
舞
伎
が

、
上

品
で
あ

る

こ
と
を
求
め
た
と

こ
ろ
に
成

つ
た
よ
う
な

作

品
。
江
戸

歌
舞
伎

の
も

つ
猥
雑

な

エ
ネ

ル
ギ
ー
か

ら
は
程
遠

い
。
背
景

は
立
派
、
熱
演
が

か
え

つ
て
退

屈
。

㊥

『
三
人
吉

三
』
26
分
。

お
嬢
菊

五
郎
、

お
坊

孝
夫
、
和
尚
団
十
郎
。

「
大
川
端
」

だ
け

な
の
で
物

足

り
な

い
。

9
時
前

に

バ
ネ
る
。
例
年
、
朝

10
時

か

ら
夜

10
時

ま
で
、
昼
夜
五
本
ず

つ
狂
言

の
並

ぶ
強
行

日
程

だ
が
、
今
年

は
大
分
早

い
。

丁
度
、

ク
リ

ス

マ

ス

・
イ
ヴ
、
街

は
若
者
達

で
に
ぎ

わ

っ
て
い
る
。

顔
見
世

や
楽
屋
入

ま
で
清
水

に

吉
右
衛
門

0

1
月

4
日

(月
)

普
通
な
ら
今

日
か
ら
仕
事
始

め
。

そ
こ
は
教
師

の
特
権
、
歌
舞
伎
座

の
初
芝
居
。

今
年

は
開
場

百
年

と

い
う

こ
と
で
、
興
味
深

い
配
役
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が
目
を
引
く
。
θ

『
対
面
』

50
分
。
新
春

早

々
、
仁

ヘ

へ

左
衛
門

の
元
気
な
祐
経

に
対
面
出
来

る

幸

せ
。

㊤

『
勧
進
帳
』
75
分

。
楽
屋
内
で
不
仲

を
噂

さ
れ
る
幸

四
郎
と
吉
右

衛
門

の
兄
弟
が
、
富
樫

と

弁

慶

で

対

決

(?

)
。
そ
れ

に
玉
三
郎
が
義

経
で
加

わ
る
の
も
珍

し

い
。
吉
右

衛
門

の
弁
慶
は
、

ド

ロ
ッ
と
し
た
目
。

動

き
も
富
十
郎

ほ
ど

大
き
く

な
く
、
貫

禄

で

見

せ

る
。
自
分
が
富
樫

な
ら
、

こ
ん
な
重

量
感

あ
ふ
れ

る

弁

慶
を
相
手

に
し
て
は
、
と
て
も
か
な
わ
な

い
だ
ろ

う
な
と
思
う
。
玉
三
郎

は
、
ジ

ワ
の
く

る
ほ
ど
姿

は

美

し

い
が
、
声

に
義

経
の
気

品
が
感

じ
ら
れ
な

い
。

㊤

『
川

面
法

眼
館

』
(
四
の
切
)
65
分
。
猿
之
助

の
宙

乗

り
は
随
分

見
た
が

、
狐
忠
信
が
最
も
素
晴

し

い
。

鼓
を
与

え
ら
れ
た
宣
目
び
が

、
宙
乗

り
に
よ

つ
て
存
分

に
表
現
さ
れ
て

い
る
。
帰
宅
後
、
急
ぎ
旅
支
度
。
夜

行

で
大
阪

へ
出
発

。

0
1
月
5
日

(火

)

道
頓
堀

・
中
座

で
『
忠
臣
蔵
』

の
通
し
。
延
若

・
扇
雀

を
中
心
に
、
純
上
方

風
の
演

出
で
見
せ
る
と

い
う
。

こ
れ
は
十

一
年
振

り
。
昭
和

五
十
二
年
に
東

西
で
競
演

し
た
と
き
は
、
当
時

の
上り

方

の
役

老
総
出
、

扇
雀

の
お
か
る
が

き
れ

い
で
、
璃

か
く班

の
伴
内
が

面
白

か

つ
た
。
中

座
に
着
く

と
、
延
若

は
病
気
休
演

。
配

役
が
変

更

に
な
り
、
延
若

の
早
替

り
が
お
目
当

て
の

『
大
津
絵
道
成
寺

』
も
差
替

え
。

入

口
で
東
京
在

住
の
友
人

に
会

い
、
ま
た
び

つ
く

り
。

二

緒

に
昼

の
部

を
観

る
。
大
序

か
ら

六
段
目
ま

で
、

4
時
間

25
分
。
扇
雀
が
由
良
之
助
と
勘
平
、
田
之
助

が
判
官
と

お
か
る
。
二
人
が
出
つ

つ
ば
り

の
印
象

で
、

変
化

に
乏

し
い
。

し
か
し
、
田
之
助

の
こ
の
二
役
は
、

東
京

で
は
お
目

に
か
か
れ
な

い
。
徳
三
郎

の

一
文
字

屋

お
才

は
京
言
葉
。
じ

ゃ
ら
じ

ゃ
ら
し
た
、
そ
れ
で

い
て
あ

ふ
れ

る
ば

か
り

の
色
気
。
夜

の
部
は
、

「
七

段
目
」

90
分

に
、
義
士
外
伝

『
忠
臣
連

理
鉢
植
』
40

分
と

『
乗
合
船
』

53
分

の
芸
尽
し
。
そ
れ
に
し
て
も
、

ま
だ
松

の
内
だ
と

い
う

の
に
、
入
り
は
七
分

と

い

っ

た
と

こ
ろ
。
歌
舞
伎
座
が
連
日
満
員
、
そ
し
て
、
わ

ざ
わ
ざ
東
京

か
ら
出
か
け
て
来
る
物

好
き
が

い
る
と

い
う

の
に
、
関
西

の
人
は
ど
う
し
て
歌
舞
伎

を
見

な

い
の
だ
ろ
う
。

0

1
月

6
日

(
水
)

午

前
中
、
梅

田
の
大
丸
で
、

柿
衛
文
庫
蔵

「
与
謝
蕪
村
と

門

人
た
ち
の

書
」
。
午

後
、

ミ
ナ
ミ
の
街
を
抜
け
て
、
国
立
文
楽
劇

場

へ
。

角
座

に
代
わ

っ
て
演
芸
場
に
な

っ
た
浪
花
座

で
は
、

浪
曲

の
京
山
幸

枝
若
が
歌
謡
曲
を
歌

っ
て

い
る
。
大

阪
な
ら

で
は
か
。
文
楽
夜

の
部
は
、

4

時

開

演
。

『
良
弁
杉
』

蠍
分
と

『
卅
三
間
堂
』

58

分

の
由

来

譚

二
つ
。

コ

一月
堂
」
は
、
暮

れ

の
歌
舞
伎

と
合

せ

て
観

る
。
越
路
大
夫

一
時
間

に
及
ぶ
熱

演
だ
が
、

や

は
り
古

い
物

に
比
べ
て
、
詞
章
が
説
明
的
で
あ

る
よ

う

に
思
う
。
そ
れ

で
も
、
人
形
の
演
じ
る
方

が
感
動

が
深

い
の
か
、
年
輩

の
女
性
は
目
頭

を
押

さ
え
て
い

る
。

『
卅
三
閲
堂
』
ば
、
簔
助

の
お
柳

の
独
壇
場
。

信

田
妻
や
夕
鶴
も
哀

し
い
が
、
母
親
が
物
言

わ
ぬ
柳

木

に
な
り
、

そ
れ
も
子
供
が
挽
出
す
と

い
う

の
は
、

一
際
胸

を
打

つ
。
芝
居

を
見
過
ぎ

た
の
か
、
酒

の
飲

み
過
ぎ

か
、
最
終

の
新
幹
線

に
乗

る
と
、
そ

の
ま

ま

眠

っ
て
し
ま
う
。

0

1
月

8
日

(金
)

下
北
沢

・
駅
前
劇
場

で
、

ソ

ー
ソ
ト
ン

・
ワ
イ
ル
ダ

ー
の

『
わ
が
町
』

(
末
木
利

文
演
出
)
。
読
売
薪
聞

の
神
吉
拓
郎

の
紹
介
が
魅
力
。

彼
も
墓
場

の
死
者

の
役

で
舞
台

に
出

て
い
る
。
小

さ

な

田
舎
町

の
日
常
を
淡

々
と
描
く
前
半

50
分
、
死
者

の
会
話

を
通

し
て
人
生

の
意
味
を
問
う
後
半

40
分

の

短

い
芝
居
だ
が
、
八
十
歳
を
過
ぎ

た
中
村
伸
郎

の
進

行
係
が
、
演
技
を
超
え

た

「
演
技
」

で
絶
妙
。
晩
年

の
林
家
正
蔵

(
彦

六
)

の
高
座
を
聴

い
て
い
る
と
き

の
よ
う
だ
。

一
緒

に
行

っ
た
同
僚
四
人
、
芝
居
が

バ

ネ
て
外

へ
出

て
も
、
声
が

つ
ま

っ
て
、
誰
も

口
を
き

け
な

い
。
そ

の

一
人
が
う
ま

い
こ
と

を

言

っ
た
。

「
さ
あ
、

お
泣
き
な
さ

い
と
言

っ
て
る
よ
う
な
芝
居

だ
」
と
。
街

は
ず
れ

の
古
ぼ
け

た
バ

ー
で
深
酒
ρ
午

後

二
時
帰
宅
。
と

こ
ろ
で
、

『
わ
が
町
』

の
翻
訳
を

収

め
た
講
談
社
版
世
界
文
学
全
集
第

88
巻
が
既

に
品

切
れ
。
ど
な

た
か
お
持
ち

の
方
、
お
貸
し
下
さ

い
。
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